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株式会社サリバテックとの業務提携開始 

～唾液による最新の検査サービス提供で、三重県の事業者の健康経営を応援～ 

 

株式会社ネーブル・ジャパン（代表取締役社長：濱岡正己、以下ネーブル・ジャパン）

は、株式会社サリバテック（代表取締役 CEO：砂村眞琴、以下サリバテック）と業務提携を

開始し、サリバテックが開発・提供するがん罹患リスクを測定する検査サービス「サリバチ

ェッカー」を三重県の事業者・地公体様に紹介するサービスを開始します。 

 

 
「検査キットでいつでもどこでも検査可能」    「１滴の唾液を出すだけ」 

 

【サリバチェッカー概要】 

「サリバチェッカー」は、唾液でがん罹患リスクを評価します。唾液中の代謝物質の濃度

を高精度に分析し、がん罹患時に異常値を示す物質の濃度をＡＩ等で解析することで、現在

のがん罹患リスクを評価します。唾液を採取し、サリバテックへ返送するだけで検査が可能

なため、からだ・気持ちに負担をかけることなく、一度の検査で複数のがん（男性：膵が

ん、肺がん、大腸がん、胃がん、口腔がんの５種、女性：乳がんを加えた６種）の罹患リス

クを調べることが可能です。また、検査後のフォローアップ体制として、検査結果について

相談が可能な提携医療機関を全国にご用意できるように進めております。（現在 400施設） 

 

【ネーブル・ジャパン・代表取締役 濱岡正己より】 

弊社では、これまで健康で安全な社会の実現のため、医

療チームがバックについた PCR検査サービスの提供を行っ

てきましたが、コロナ下でがん検診の受診者が減る一方、

がん患者は増えている状況を眺め、①自宅で簡単に癌リス

クの検査ができ、しかも➁がん部位の場所の特定まで確認

ができる、③人間ドックに比較すると、時間がかからず安

価で検査ができるサリバチェッカーを県民の皆様に紹介す

る事業を始めることにしました。 

サリバテックの砂村 CEOは、すい臓癌で亡くなる患者を少しでも減らしたいと長年癌治療

に取り組んでこられた医師で、この砂村 CEOが AI技術などを使い、開発されたサリバチェ



ッカーを少しでも多くの方に使ってもらうことで、がんの罹患者の早期発見と早期治療の実

現にお役に立てればと考えております。事業者様にとっても、比較的安価で社員の健康維持

に役立つものですので、是非ご検討をお願いしたいと思います。 

 

【サリバテック・代表取締役ＣＥＯ 砂村眞琴より】 

コロナ禍での 2020年度がん検診受診率が 30.5％と大幅減※1とな

り、がんの発見及び治療が遅れる事を医師の立場として大変懸念

しています。サリバチェッカーは自宅や職場でも手軽に検査が可

能です。この検査を普及させることにより、がんの早期発見と健

康診断へのきっかけづくりに貢献できると考えています。ネーブ

ル・ジャパン様には三重県における地域商社の強みを最大限活用

して頂き、当社がこれまでに啓発活動に注力できていなかった地

域・事業所への普及に期待しています。ネーブル・ジャパンを通して三重県を中心とした皆

様の健康増進に貢献できるよう尽力してまいります。 

当社は継続的に研究開発を進めており、今後順次がんの種類を拡大していく予定です。また

がん以外の様々な疾患の早期発見技術の開発も進めており、皆様の健康を守る事業に取り組

んでまいります。 

※１公益社団法人日本対がん協会 2021年 3月 24日発表より

https://www.jcancer.jp/news/11952   

 

 【サリバテック概要】 

会社名 株式会社サリバテック 

本社所在地 山形県鶴岡市覚岸寺字水上 ２４６ 番地 ２  

代表者名 代表取締役ＣＥＯ 砂村眞琴 

事業内容 ・唾液によるがんリスク検査事業  

・新規リスク検査開発事業  

・研究検査受託事業 

 

＜報道関係者お問い合わせ先＞ 

株式会社サリバテック  

TEL：0235-64-8452  FAX：0235-26-0588  E-mail：info@salivatech.co.jp 

担当：瀬尾 

 

 【本サービスのネーブル・ジャパン販売窓口】 

会社名 株式会社ネーブル・ジャパン 

所在地 〒515-0084 三重県松阪市日野町７７２番地 

電話・FAX 電話 0598－67－7649、FAX 0598-67-6504 

担 当  眞弓、岡﨑、根本 

                                      

                                     以 上 

https://www.jcancer.jp/news/11952

